
総生徒数４４７名 

１年生 ２年生 ３年生 

139名 165名 143名 
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新宮東中だより 

学・絆・鍛 

「称え合い」を実現した体育会 

５月１８日（土）、晴れ渡る真っ青な空のもと、

多くの保護者に参観いただき、第 6回体育会が実施

できました。 

 今年度は、生徒

会役員やブロック

リーダーをはじめ、

３年生を中心に、

「お互いの努力を

称え合う姿」にこ

だわって取り組み

ました。そして、取組期間中の様々な場面で、温か

く、「しなやかに」応援する姿が見られ、とても一体

感のある体育会となりました。 

閉会式では、体育委員長の富田+さんが、「努力の

証をお互いに称え合い、拍手を送りましょう」と呼

び掛け、会場が拍手でいっぱいになり、とても感動

的なフィナーレとなりました。 

 ただし、この体育会を

成功させることができた

のも、昼休みや放課後を

使って、何度も何度も話

し合い、課題の解決に向

けて粘り強く、地道に取

り組む努力があったからこそです。改めて、努力の

大切さを感じ取ってほしいと思っています。 

そして、これからも、生徒の皆さんのしなやかに

成長する姿に期待しています。 

いじめゼロ宣言の取組始まる 

５月３０日（木）、生徒の時間に、いじめゼロ宣言

に係る取組がスタートしました。生徒会役員から、

4 月にとったアンケ

ート結果で、「いじめ

る側に責任がある」

が、８７.６％であっ

たことが紹介され、

各学級で、「いじめの

問題」を考えるとき

に大切なことは何かを話し合ってもらいました。 

生徒の皆さんには、これからの日々の生活で、ゼ

ロ宣言の「学校全体で取り組むこと」として確認し

た「互いに挨拶し、笑顔の輪を広げること」「互いに

信じ、可能性をしなやかに広げること」の実現に向

けて、一人一人がしっかりと考え、行動してほしい

と考えています。 

東陽中とオンラインで交流 

５月２日（火）、生徒会役員がみなさんを代表して、

石川県輪島市立東陽中学校とオンラインで交流を行

いました。東陽中は、能登半島地震で被災し、現在

も体育館が避難所となっており、すぐ隣の町野小学

校の校舎を借りて学校

生活が行われているよ

うです。 

本校では、昨年度末

から「地震で被災した

方々を支援したい」と

地域の皆さんと力を合

わせて募金活動に取り

組みましたが、福岡県

教育委員会からの紹介

で、東陽中と交流の機

会を得ることができ、

募金も東陽中に贈らせていただきました。 

 今年度の東陽中は、１年生２名、２年生５名、３

年生４名、合計１１名だそうで、本校生徒が４５０

名程だと伝えると、生徒数の多さに驚いていました。 

また、東陽中も「粘り強くチャレンジする」ことを

大切にしている学校だということで、東中との共通

点のある学校だとわかりました。これからも東陽中

との交流を続け、皆さんで一緒に応援していきまし

ょう。 

６月の主な行事（予定） 

６/ ３（月） 交通安全指導 

６（木） 定期考査（～７日） 

１０（月） 鮮緑会、部活動徹底ウィーク（～１４日） 

１５（土） 中体連糟屋区大会（～２３日） 

１８（火） 福岡県学力調査（１，２年） 

１９（水） 区陸上大会、未来へ贈るコンサート 

２０（木） PTA役員会・運営委員会 

２９（土） 
土曜授業 

１，２年：授業参観、3年：進路説明会 

 


